






 

心身障害児の療育は早期発見から始まると言われる。大宮市では昭和 58年 7 月より大宮市

医師会の参加協力を得て、生後 4 ヵ月児の神経発達健診が行われるようになり、3 年半を

経過した。今回は、その健診の概要と結果について報告する。 

 大宮市の総人口は年々徐々に増加して現在 378,704 人(昭和 62年 3 月 1 日現在)で、年間

出生数は徐々に減少して3,999人(昭和61年1月～12月の一年間)月別の出生数は平均333

人であり、従って毎月 333 人の乳児を対象として発達健診を行っていることになる。 

 健診システムは 3 段階によって行われる(図 1)。即ち、センターの健診係による問診票

のチェックおよび保健衛生課保健婦による乳児の姿勢観察によるチェックを行う乳児健

康・発達相談(一次健診)、市医師会小児科医、センター医師によるチェック項目の決めら

れたカルテを用いての乳児神経発達健診(二次健診)、ボバース法、ボイタ法による評価を

中心としてセンターの医師が行う乳児神経精密健診(三次健診)とから成っている。従って、

発達障害の疑いのある乳児は三重のチェックを受けることになる。 


